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                                                               平成21年10月28日 

各      位 

会 社 名  日鍛バルブ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 高 橋 久 雄 

（コード番号  6493  東証第 二 部） 

問合せ先  専務取締役  小 池 敏 雄 

（TEL． ０４６３－８２－１３１１） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

記 

（金額の単位：百万円） 

平成22年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期   

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
12,600 △230 △70 △230 △8.00 

今 回 発 表 予 想            （Ｂ） 12,640 △440 △250 △380 △13.08 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 40 △210 △180 △150 ― 

増 減 率            （％） 0.3 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成21年３月期第2四半期） 
18,496 1,936 2,097 1,058 38.89 

 

平成22年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
27,500 530 1,000 450 15.58 

今 回 発 表 予 想            （Ｂ） 26,500 △100 150 △150 △5.19 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,000 △630 △850 △600 ― 

増 減 率            （％） △3.6 ― △85.0 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成21年３月期） 
31,693 1,279 1,201 △255 △8.83 
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 平成22年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期   

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
9,500 △380 △160 △190 △6.58 

今 回 発 表 予 想            （Ｂ） 8,700 △890 △810 △310 △10.73 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △800 △510 △650 △120 ― 

増 減 率            （％） △8.4 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成21年３月期第2四半期） 
― ― ― ― ― 

 

平成22年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
20,900 150 650 450 15.58 

今 回 発 表 予 想            （Ｂ） 18,400 △1,000 △700 △50 △1.73 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,500 △1,150 △1,350 △500 ― 

増 減 率            （％） △12.0 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成21年３月期） 
23,212 △857 15 △150 △5.36 

 

修正の理由 

  第２四半期累計期間（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

   第２四半期累計期間の連結及び個別業績は、アジアでの受注は当初計画よりも増加しましたが、日本国内にお

いては、昨年来の景気後退の影響を受け、二輪車、船舶用バルブ等は受注が大幅に回復が遅れました。しかし、

自動車バルブについては在庫調整等が落ち着いて来て受注増加してきました結果、売上高は前回公表した予想を

確保出来る見込であります。しかし、利益面につきましては、国内の受注減少により減益になる見込みでありま

す。 

 

  通期（平成21年４月１日～平成22年３月31日） 

   通期の連結及び個別業績は、アジアについては当初計画を上回る受注増加が見込めますが、日本国内において

は、二輪車、船舶用バルブ等は依然回復の兆しが見込めないのと、自動車バルブについては当初計画より大型車

の回復が遅いため前回公表した予想を売上高、利益ともに大きく下回る見込みとなります。   

 

以  上 


